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について「良かった 59名」、「普通 3名」、「不満 0名」、「未回答 4名」という結果になった。 
(自由記述抜粋) 
・今何をやっているかということよりも、今(私たちが)何をやっておくべきだということを知れたら良か
った。(1年生) 
・まだ一年生なので就職や具体的な職場を考えていなかったけれども活動などが聞けてよかったと思う。
(1年生) 
・まだ１年生で学生生活、勉強、就職などたくさん不安がありましたが、先輩方も同じような気持ちで同
じような経験をして、たくさんの苦労をのりこえていったのだと聞き少し安心しました。(1年生) 
・シンポジストのお話で、私と同じ苦手意識を持っていることを知って、就職してから自分の苦手なとこ
ろが障害になるのではないかと感じていたので働きながら苦手は克服していけばいいのだと思えてよ
かったです。(3年生) 
・大学の卒業生が実際に現場に出て感じたことや、経験した話を聞き、自分達の学んだ事がどれ程役立て
られるかを知れた。それにより、更に福祉について学ぶモチベーションが上がった。(3年生) 
・OB・OGの発信は同世代の現役の学生には、より近い感覚・言葉などひびくものがあるのではないかと思
います。難しい話より、身近な方々の発信は大切だろうし、こういった機会は今後も続けていってもら
いたいです。(一般) 
(その他、33件) 
 各シンポジストの学生生活の様子や学びがどのように現在の専門職実践につながっているのかを聞くこと
で、参加した学生たちが今後の大学生活の過ごし方を具体的に考えるきっかけになったと考えられる。 
 
４．おわりに 
 本稿では、学生の福祉領域に関するキャリア形成支援および道北地域における就職者の増加を目的として
実施した研修会事業の概要と評価について報告した。アンケート結果を見ると、参加した学生に対しては、
一定のキャリア形成支援効果があったと考えらえる。しかし学生の参加人数に比べ一般参加者としての福祉
専門職者は少なく、今後、福祉専門職者の参加者数を増やしていくことでこの効果をさらに高めることがで
きる可能性がある。今回得られたことを踏まえ、次年度以降の事業実施につなげていきたい。 
今後、政府や厚生労働省が進める「新福祉ビジョン」、「ニッポン一億総活躍プラン」および「「我が事・
丸ごと」地域共生社会実現本部」では、小地域単位での地域包括ケア、地域共生社会の実現が今後の社会の
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変化に合わせた仕組みとして提案されている。地域共生社会の中で中心的役割を期待されるソーシャルワー
カーには、その環境作りとしての関係者との連携・調整や社会資源開発など、より高い専門性が求められて
いる。養成教育上、定められたカリキュラムだけではなく、本実践事業のように地域内に身近に存在する各
福祉専門職者や福祉領域を体験する機会を用意することが、共生社会において求められる福祉専門職像の形
成にも有効であると考えられる。今後も道北地域における高度な福祉専門職者の養成に資する機会として本
実践事業を発展させていきたい。 
 
 
 
【付記】 
 本稿は、平成 28年度名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター研究・実践支援による「社会福祉領域における在学生
のキャリア形成支援を中心とした社会福祉専門職者との交流事業の開発」における成果の一部である。  
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